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どんなことを調べよう
とした研究ですか？ 

⼩児がんの治療成績は向上し、成⼈期を迎える⼩児がん経験者は増加しまし
た。⼩児がんは退院後にも⾝体・⼼理社会的な問題を抱えることがあり、⻑
期フォローアップ外来（継続的な外来通院）での⽀援が必要と考えられます
が、必要な⽀援は⼗分に明らかになっておりません。 
成⼈期を迎えた⼩児がん経験者に必要な⽀援を全国調査しました。 

どんな⼈に調査しまし
たか？ 

全国の患者会を通じて、現在 18 歳以上の⼩児がん経験者に郵送でのアンケ
ート及び⼀部の⽅には対⾯でのインタビュー調査を⾏いました。 

何⼈くらいからお答え
いただけましたか？ 

121 ⼈の⽅からお答えいただきました。 

どんな結果でしたか？ ⾝体的な合併症及び合併症への不安は80%の⼩児がん経験者に⽣じておりま
した。⼩児がん経験者に対して必要な⽀援として、「医療者からの晩期合併症
に関する説明」が挙げられました。⽀援を提供する場である外来通院の継続
率は年々低下しており、医療者、⼩児がん経験者いずれの要因によっても外
来通院は途絶えておりました。 
⾃分の⻑期フォローアップレベルを答えることができないということは、外
来通院を途絶えさせる独⽴した要因でした。外来通院を継続させるために必
要な⽀援として、「医療者からの外来通院継続の必要性」、「医療機関受診の利
便性」が挙げられました。 

どんなことが分かりま
したか？ 

成⼈期を迎えた⼩児がん経験者の多くが晩期合併症に関する問題を抱えてい
る現状が明らかとなり、必要な⽀援として医療者からの晩期合併症や外来通
院を継続することの必要性を求めていることがわかりました。また、通院を
継続するために医療機関受診の利便性が求められていることがわかりまし
た。 

この研究は⼩児がん患
者さんとどんな関係が
ありますか？ 

医療者は⼩児がん患者さんに晩期合併症に関しても適切に説明する必要性が
あることを⽰しました。 

これからこの研究はど
の よ う に 役 ⽴ ち ま す
か？ 

治療終了後の⻑期フォローアップを考えるにあたり、晩期合併症の説明は⼗
分に⾏う必要があることが明らかとなり、その説明の時期など、今後の⻑期
フォローアップ体制を構築するうえで重要なデータとなりました。 

関係する他の専⾨医、
診療科は？ 

成⼈診療科 

詳しく知りたい場合の
リンクは？ 
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